
	
  

	
  
	
  
	
   	
  
	
   	
  
 

飛べ飛べコンドル	
 果てしなき大空を 
アンデス高原の影	
 南アメリカの象徴 
伝統ある民族の血	
 逞しく翼をひろげて 

 
     南米大陸のアンデス山脈にそって栄えたインカ帝国は、１５３３年にスペイン征
服軍によってあえなく滅ぼされます。 アンデスの住民たちはコンドルを先祖代々自分た
ちで民族の象徴としてきました。１９１３年、ペルーの作曲家・民謡研究家アロミアス・

ロブレスがインカ帝国の王女を主人公にしたオペレッタのために作曲したのが「El Condor 
Pasa（コンドルは飛んで行く）です。被征服者とされた民族の嘆きと束縛からの自由への渇
望を切々と訴えるこのメロディは、アンデスの自然をバックに哀愁をたたえた名曲として聞く

ものの心に深い感動を今も与えつづけています。もともとメロディには歌詞がついていません

が、各国語で様々な人により今も歌い継がれています。 
 

	
 とろこが、そのコンドルの姿が年ごとに少なくなっています。そのため、自然環境保護団体

では保護鳥としてコンドルを認定し、７月７日を「コンドルの日」と制定しました。エクアドル

でもそれに協力してコンドルの実態調査や飼育環境などの整備をははじめました。ところで、百年前

にどのくらいコンドルがいたのでしょうか。エクアドル・アンデスの最高峰チンボラッソ（6310米）
に登頂した著名な登山家エドワルド・ウインパーが残している記録をのぞいてみましょう。「アンデスの

山には大きな鳥がたくさん飛び交って恐ろしいようだった。上を見上げるとその黒い鳥が我物顔で飛ん

でおり、下をみるも十二、三羽が大きな翼をひろげて飛んでいた。その鳥は毎日みられ、大空の端か

ら端を、ゆっくり泳いでいるような感じだった。 
 

	
 アンデスを生息地とする空を飛ぶ最大のコンドルの翼の長さは３メートル余もあります。隣国コロンビアやペルーでもやはり数が減

っているということで、関係者の間では、その保護に力を注いでいます。また、人工飼育でその数を増やしたいとも考えていますが、

コンドルは繁殖率が低く、一年おきに一羽のヒナしかかえしません。しかも、一夫一妻制なので残念ながら望み薄となっています。そ

れと、エサの問題があります。体の重いコンドルは、太陽の熱で発生する山の上昇気流を利用して四千五百米あたりまで上がり、上空

からするどい視線で動物の死体をみつけて腐肉を食べます。ところが、地域開発がすすむにつれて野生の動物たちが住処を追われてい

なくなってしまったのです。コンドルが飛来する地域が国立自然公園に指定されるようになり、そこへ観光客やピクニックの家族連れ

で押しかけるようになったのも、コンドルを遠ざける原因となりました。地域住民たちは、自分たちが飼う家畜は、外敵の餌食になら

ないように守ってるので、これまたコンドルの口に入らなくなってしまいました。動物の腐肉を食べてくれていたコンドルは 地球汚染
の残留物の掃除をしてくれる残飯整理役として、自然環境に重要な役割を担ってくれていたのですが・・・ 
 

	
 頭に赤い王冠をいただき、するどい嘴と首のまわりの白い襟巻きをしたコンドルは、まさにアンデスの王座にすわる鳥としてふさわ

しい風格を備えています。しかも、王者でありながら僕として仕える性格も備えているのです。アンデスの高山キトを首都としたエク

アドルは黄、青、赤の三色旗とともに翼をひろげたコンドルを国の紋章として掲げています。「コンドルは老いると、高所の湖で水浴

して若返る」という民話が残っています。青く澄んだ無限の空をコンドルが群れをなしてゆうゆうと舞う姿をアンデスで眺められる日

がふたたび来て欲しいものです。 
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バイブル・トーク	
  

放送後の番組は、ホームページ(http//japanese.reachbeyond.org)	
  のトップページ左側メニューにある	
  
『インターネット放送』のリンクページからお聴きいただきます。（mp3形式）	
  

放送時間：日本時間	
 午前 7時半~8時	
  17760kHz	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  (再放送)	
 午後 8時	
  ~8時 30分	
  15400kHz	
  
（米国アリゾナ州制作／オーストラリア送信）	
  

	
  

サタデー・トーク	
  
	
  
きき手	
 尾崎一夫	
 	
 	
 毎週土曜日放送 淀橋教会	
 峯野龍弘主管牧師	
  	
  	
  毎週日曜日放送	
 

７月０２日	
   アンデスの象徴	
 コンドル特集（１）	
   ７月０３日	
   聖書の植物（２）東京キリスト教伝道館	
  牧師	
 加藤正義	
  
７月０９日	
   アンデスの象徴	
 コンドル特集（２）	
   ７月１０日	
   聖書の植物（３）東京キリスト教伝道館	
  牧師	
 加藤正義	
  
７月１６日	
   アンデスの象徴	
 コンドル特集（３）	
   ７月１７日	
   リスナーからの「お便り交換の時間」	
  
７月２３日	
   アンデスの象徴	
 コンドル特集（４）	
   ７月２４日	
   聖書の植物（４）東京キリスト教伝道館	
  牧師	
 加藤正義	
  
７月３０日	
   南米エクアドルでの	
  体験	
 理学療法士	
 武富	
 純子	
   ７月３１日	
   聖書の植物（５）東京キリスト教伝道館	
  牧師	
 加藤正義	
  

	
  

	
 「神は・・・鳥は地の上、天の大空を飛べ。」と仰せられた。（創世記） 
	
  


